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序章 中国農村社会経済構造研究の意義と課題
第1節研究の意義
筆者はこれまで解放前の中国農村社会経済構造について研究してきた。その
意図は現在の「中国社会主義」， 特に「中国社会主義農業」を分析・評価する
ためには，まず解放前の社会経済構造を明確にし，そこから解放後の社会主義
的諸改革の中で，中国農村社会経済構造がどこまで内実を伴って変革されたの
か，分析しなければならないと考えたからである。
かつて多くの先達が述べてきたように，中国農村社会経済構造が徹底的に変
革されているのであれば，それはまさしく「中国社会主義」の勝利であろう
し，あの閉鎖的伝統社会が完全に払拭されたとするならば，一体それが如何に
して可能であったのか， 社会主義の理解にとり大いに参考になるところであ
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る。すなわち，資本主義という商品貨幣経済を充分に展開せずして，如何にし
て社会主義的個人を形成したのか，これは筆者の長年の課題となっている。し
かし，解放前の中国農村社会経済構造を研究すると同時に解放後のそれを研究
するにつけ，両者の社会経済構造には多くの共通点・類似点の存在が見られ，
,1949年を断絶・非連続として捉えるだけではなく，連続としても捉えなければ
ならないと痛感するようになった。そしてそこには伝統社会の変革の困難性を
感じている。
近年，中国が対外開放政策を採用し，その結果さまざまな形での情報が私達
のもとに伝えられ聞き及ぶにつけ，これまで「美化」されてきた「中国社会主
義」とは異なり，社会主義建設過程において多くの諸困難が存在していること
が知られるようになってきた。とはいえ， 中国農業・農村についての情報の
質・量とも筆者にとり充分なものと言えるほどのものではなかった。それゆえ
機会があれば，自ら中国農村を訪問し，個別村落の解放前から現在にいたる歴
史的発展過程を農村実態調査を通じて考察し，農村社会経済構造の変容につい
て具体的に分析したいと考えてきた。幸いにして， 1984年10月から1985年9月
までの 1年間， 南京大学経済系に籍を置き， 「中国社会主義農業の現状と今後
の展望」というーテーマで研究する機会に恵まれ，数多くの村落を訪問調査する
ことが出来た。
本研究はその時の村落実態調査と得られ資料，並びに1984年夏期の河北・山
東両省の村落実態調査に基づくものである。
第2節農村実態調査研究の可能性と限界性
筆者は 3つの研究目的をもって南京大学に留学した。第 1に，出来るだけ多
地域に渉る農村を訪問し，個別村落の歴史的発展過程並びに変容過程を具体的
に調査・ 分析することであった。これが留学の第 1目的であり，長年待ち望ん
で来たことである。多地域を調査するというのは，現在の中国では 1カ所の村
落を長期間調査出来るという条件はなく，それならば多くの村落を同じ調査方
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法で調査することに意義があると考えたからである。第 2は，外国人としての
特別待遇ではなく，中国人に近い待遇で中国国内を旅行し，中国社会を自分自
身の眼で見て歩くことであった。というのも，これまでの中国訪問は旅行社や
中国の大学により按配されたもので，外国人として隔離されたところで生活
し，与えられたところのみを参観してきたので，どこまで中国社会の実像を観
察することが出来たのか疑問としなければならないと考えたからである。筆者
はこれを調査旅行と名付け，鉄道・バス・船等を利用し，一般の食堂で食事を
し，地方の町を公共バスで見て廻り，中国人の生活に直に触れ，一般人民の生
活水準・思考様式を学ぽうとしてきた。第3は，日本において入手困難な書籍
を出来る限り多く購入し，資料を蒐集して帰国後の研究に役立てることであっ
た。本研究で扱われるのは第 1番目の村落実態調査であるが，第2. 第3も本
研究とは密接に関連している。
南京大学に留学中に調査することが出来た村落と調査日数は，下記のとおり
である。
①黒龍江省樺川県星火朝鮮族郷（中心は中星村）
R吉林省龍井県鋼仏郷銅心村
3日間
1日間
⑧遼寧省藩陽市楊士郷寧官村 1. 5日間
④河南省鄭州市老鶉陳郷下波楊村 3日間
⑥河南省鄭州市柳林郷馬李庄村・祭城郷白庄村 2日間
（馬李庄村は半日 2回，白庄村は1日間）
⑥安徽省鳳陽県大廟郷西孫村後楊生産隊・武店郷霊泉村 4日間
⑦江蘇省淮安県平橋郷衷管村
⑧江蘇省常熟市福山郷幸福村
⑨福建省腹門市禾山郷察塘村
⑩福建省泉州市東海郷灯星村
9日間
4日間
0.5日間
3日間
以上の調査村に1983年夏期に訪問調査した河北省・山東省の 7カ村を加える
と，東北農村3カ村，華北農村10カ村，華中農村4カ村，華南農村2カ村を訪
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問調査したことになる。ただ，訪問調査といってもその聞取りの中身は均等で
はない。記述した如くどの村落も許可された日数は実に短期間であった。 ま
た，筆者の応答に出席した村幹部の応対も友好的なところもあれば，明らかに
迷惑がっているところもあった。そこで，まず農村調査研究の可能性と限界性
について触れる前に，各調査村の調査日数について見れば，留学中の調査村に
ついては前述した如くであり， 1984年夏に調査した河北省・山東省7カ村は，
⑪河北省昌黎県両山郷後両山村
⑫河北省攣城県邸馬郷東羊市村
⑬河北省藁城県岡上郷岡上村
⑭河北省榮城県孟董郷寺北柴村
⑮山東省章邸県旭昇郷東張官荘
⑯山東省章邸県旭昇郷東酒塊村
⑰山東省歴城県冷水溝郷冷水溝村
であり，⑪後両山村，⑫東羊市村，⑬岡上村，⑮東張官荘，⑯東酒塊村の 5カ
村はそれぞれ各1日間訪問調査し，⑭寺北柴村と⑰冷水溝村はホテルにて数時
間の聞取りをおこなった％
以上のごとく，調査日数は調査村落によりさまざまで，最高が⑦哀管村の 9日
間，最低が⑨察塘村の半日間であり，自ずからこれらの調査報告にはその内容
において差が見られるのは当然であろう。筆者としては最大限長く調査が出来
るように要求したが，許可された日数は上記のごとくであった。それゆえ，調査
内容も 1日間の村落では 1日間で村落の歴史過程の変遷を聞き取る内容で質問
をし， 3日間であれば 3日間の内容で聞取りをおこなった。ただ，哀管村につい
ては 2週間以上の調査をしたいという要求を出し，これが受け入れられたので
あるが，村の幹部や老農から聞取りをしてみると，ある一定程度の内容まで聞
き出すことは可能であったが，後それ以上に時間をかけてより一層深く詳細に
1)拙稿「華北農村調査の成果と今後の課題」「東方」 48号， 1985年3月。
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調査するためには，どうしても村幹部だけではなく一般農家を出来る限り多く
訪問して聞取りをしなくてはならず，現実の問題としてこれはまだ許容される
ところではなく，・調査を打ち切らざるを得なかった。また，調査の過程におい
て調査地から離れた市や県の中心地にあるホテルに宿泊するのではなく，郷政
府の招待所に宿泊出来るように要望したが，これも認められなかった。これは
筆者の身分が「外籍学者」であり，大学の研究者を農村に泊めることは出来な
いという意識が働いたためとも考えられる。それゆえ，調査の方法は出来るだ
け朝早くホテルを出発して夕方遅く帰るという形で，毎日車で村とホテルを往
復し，昼食はすべて村でとった。昼食後の昼寝についても日本人にはそのよう
な習慣はないと要望して，昼食後しばらくして聞取りを再開した。⑦哀管村に
ついては当初休憩をとらなかったのであるが，筆者に付き合って下さった村幹
部も休憩することが出来なくなり，調査期間も比較的長く余り無理をすると後
に影響がでると困るので，途中から昼寝の時間を取るようにした。このように
調査期間が短い村落では最大限村にいて質問出来るようにした。
次に調査の按配であるが，⑦衷管村と⑧幸福村は筆者が南京大学に提出した
研究計画の一環として調査が認められ，各機関を通じて許可されたものであ
り，調査に当たって受け入れ側の準備は比較的良かった。特に⑦哀管村は筆者
の要求に対し誠意をもって答えようと努力してくれ，多くの人達が仕事を休
み，筆者の研究のため聞き取りの席に出席してくれ，最も調査らしい調査がで
きた村である。⑧幸福村でも多くのことが準備されており，日数の不足のため
全てを参観すると調査が形式的に流れる可能性があり，これに対して筆者は農
村調査の目的を何度も説明し，出来るだけ内実のある調査に持っていった。そ
れゆえ，筆者の訪問を待ってくれていた農家の人達には申し訳ないことをし
た。ただ，統計資料については入手出来なかったので，南京大学の関係者に取
り寄せて下さるようお願いしてある丸 ①星火朝鮮族郷は筆者の友人を通じて
2)南京大学経済系より必ず資料を入手するという旨の連絡を受けとっており，現在その
送付を待っている。
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紹介されたものであり，日本朋友として非常に温かく迎え入れられ，調査させ
てもらうことができた。ここは開拓農村であり，土地改革等を経過せずして当
初から集団農場として農業が始まったというように，他地域とは異なった歴史
をもっており，その意味において非常に興味を覚えた村である。そして，統計
資料も快く提供してくれ，幾分詳細な研究が可能となった村でもある。③銅心
村は研究留学されていた日本人研究者の紹介で延辺農学院で講演を行ない，そ
の代償として 1日だけ訪問調査出来た村である。この日は当初 2カ村を訪問す
ることになっていたようで，銅心村は半日の調査訪問であり，午後から別の村
を訪問調査することになっていたのを，筆者が 1日間の調査訪問にしたいとお
願いし，その結果1日間の訪問調査が出来た村である。郷や村の幹部は半日の
心積りであったのであろうか，あまり準備が出来ておらず，そのためか筆者の
複雑な質問に対して明快な応答が返ってこなかった。大変申し訳ないことをし
た。本誌を借りてお詫びしたい。ただ，大包干制の実施とともに土地を完全に
個人に分配するのではなく，数戸の農家が土地を持ち寄り，共同で育苗施設を
設け経営しているのは，農民の新しい勤きとして興味が持たれた。⑧寧官村は
筆者の勤務する関西大学と姉妹校である遼寧大学経済管理学院から研究者一同
が筆者の藩陽訪問を待っているとの連絡が届き，それで藩陽を訪問し，按配さ
れた村である。この時，筆者は藩陽に 2週間滞在し，大学の研究者と数回座談
会を持ち，現在の中国農村の変貌について議論をし，交流をした。しかし，農
村調査の方は大学と村側の連絡が悪かったのか，結局 1日半の調査となった。
寧官村の調査で驚いたことは村幹部は解放前の情況や解放後の土地改革の情況
について全く覚えていないことであった。村幹部の世代交代もその原因であろ
うが，彼等にとり解放前の際級的苦しみを問題にするよりも，現在の経済を発
展させることにそのエネルギーを注ぐことが重要であるように感じ取れた。そ
して，その一例として寧官村で行われている大包干制は他の地域と異なってお
り，入札により 1畝当りにつき最も多く請負金を出した農家が村の土地を耕作
するということになっていた。それゆえ， 1農家が請負う土地面積は 300畝
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(20・ヘクタール）以上となっており，雇用労働力も10人を越えるというものであ
った。そして，請負期間が15年間以上であるのは当然としても，請負金額までも
が15年間不変であるという説明には驚かされた。④下披楊村と⑥馬李庄村・白
庄村は河南省科学技術委員会の招待で河南農業大学で講義をし，その交換条件
で調査をしたものである。 この中の下披楊村は暖気片（スチーム用ラジェーター）
生産の農村工業が非常に発達した，鄭州市ではかなり有名な村であり，ホテルで
雇ったタクシーの運転手も名前を聞くだけで道案内することもなく，村へ直行
してくれた。そのせいか村幹部も外国人の訪問には慣れているのか，非常に友
好的であり，筆者の調査に協力して下さった。それゆえ，⑦哀管村や①星火朝
鮮族郷と同様かなり豊富な調査が出来，成果を上げた村の 1つである。⑥馬李
庄村は筆者の研究のために労をとって下さった日本人専家がかつて日本語を教
えた学校があり，その関係で村幹部に招待され，その際筆者の研究目的を話し，
聞取りをしたものである。それゆえ，非常に簡単なことしか聞き出せなかった。
調査村としては省いてもよいのであるが，折角幾つかの点については聞いてい
るので，⑥白庄村と一緒に紹介することにした。⑥白庄村は講義していた河南
農業大学の按配で 1日だけ訪問調査したもので，この村も大豆加工の農村工業
で有名な村である。⑥後楊生産隊・霊泉村は南京大学が留学生に対し2班に分
け， 2泊3日で真っ先に生産責任制を開始した鳳陽県を参観させるために按配
した村で，筆者は絶好の機会として 4泊5日の日程で滞在し，鳳陽県人民政府
外事排公室も筆者のため色々配慮してくれ，特別に調査をさせてもらった。こ
の2カ村は留学して初めての調査村となり，言葉も不十分なまま通訳もなく調
査したところである。⑨察塘村は福建省の農村を調査した＜予てから計画して
いたもので，厘門大学の関係者の計らいで実現したものである。しかし，多く
の人達が色々努力してくださったにもかかわらず筆者に許可された日数は僅か
半日であり，充分な調査はできなかった。ただ，これらの人達の御配慮があっ
たからこそ，半日間ではあるが調査が可能になったと感謝している。特に，こ
の村ではすでに村廟が復活しており，解放前の農村社会経済構造を研究するう
29 
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えにおいて非常に興味を持った。⑩灯星村も属門大学の関係者と晋江地区外事
排公室の計らいで訪問調査することが出来た村である。泉州はまさしく台湾人
の故郷でもあり，その意味において伝統社会がどのような形態で存在するの
か，一度調査したかった農村である。灯星村も⑨察塘村と同様に各自然村毎に
村廟が復活しており，基本的に旧い自然村が土地改革・合作社化・人民公社化'
を通じて現在に至るまで社会経済単位として存続していることには驚かされ
た。⑪後両山村から⑰冷水溝村については， 1984年8月に「中国農村経済学者
学術友好訪華団」を結成し訪問調査したもので，これらの村落は中国青年連合
会を通じて按配された3)。
このように各村の調査内容は，その調査日数だけでなく調査農村側の受け入
れ態勢も異なり，調査成果もおおいに異なっている。筆者としては各調査村と
も，基本的には同じ質問内容で闊取りを行なった。すなわち，調査村に対し，
まず現在の経済改革の端緒となった1978年12月の中国共産党第1期第3回中央
委員会全体会議4)(略して三中全会，以後このように使用する）以降の諸改革とそれ
に伴う経済発展について質問をした。これに対しては村幹部は快く数値を上げ
て応答してくれた。そこで，なぜ三中全会以降このように経済発展がおこなわ
れ，それ以前はなぜ発展しなかったのか，この点を解明するためにはぜひとも
解放前から三中全会に至るまでの村落の歴史的展開を理解しなければならず，
解放前の社会経済情況から始まって土地改革・互助組化・初級合作社化・高級
合作社化・人民公社化..調整・文化大革命がこの村では実際どうであったの
かi引続きお話しを聞きたいと要望した。しかし，必ずしも明確な応答が返っ
てきたわけではなもある点では非常に詳しく，他の点では非常に曖昧に返っ
てきたため，質問の内容が一応網羅的であるにしてもその比重を異にしている
ことは言うまでもないことであろう。それゆえ，実態調査につきさまざまな限
3)前掲，拙稿論文を参照されたい。
4)三中全会以降の農村における諸改革については， 拙稿「変容する中国農村」「読売新
聞」 19.84年12月6日を参照されたい。
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界性が感じられた。
まず第1に，記述したごとく一村落のモノグラフが書ける程の調査期間が認
められなかったことである。そして，調査期間は上級機関によって決定される
ことである。もちろん，受け入れの村や郷が認めてくれれば可能でもあるが，
彼等は非常に忙しく毎日外国の訪問者の付き合いをするほど暇ではないし，厄
介なことはなるべく避けたいと思ってしヽる，これは当然のことであるとも思え
る。それゆえ，この調査期間についてはかなり根気よく要求しなければならな
かった。第2に，幹部達の質問に対する応答である。彼等は答えたくない質問
には曖昧に一般的に答えようとする。そのため，聞き取ったことが建前の話で
あるのか本音の話であるのか，何度も議論を調査村の具体的事実に引き戻そう
としなければならなかった。また，自分達の村の良いところばかりを見せよう
とする。これも当然のことであるが，調査期間の関係から，これらの点を別の
箇所で再確認することが出来なかった村があった。村幹部により応答の異なる
場合も同様であった。第3に，調査に上級機関の誰が着いて来るのか，これも
調査内容を大きく左右した。筆者1人で行く場合は一番自由に質問ができたよ
うに思える。また，上級の幹部が付き添っていても，その幹部の性格によって
異なり，応答にストップをかけられることなく統計資料の提供も比較的自由で
あった場合と，そうではない場合があり，それによって調査内容が大きく左右
された。第4に，これが最大の条件であるが，調査を可能にしスムーズに運ば
せるためには中国人との，特に上級幹部との「好関係」が必要であるというこ
とである。記述した調査日数や希望調査地の選定・各種資料の提供において，
この「好関係」が大きく左右するということである。個々人の研究は対等平等
であり，当然平等に研究の機会が与えられるべきであるといっても，現実には
中国側とどれだけ「好関係」を持っているかで決っており，この点については
日本側の研究者の姿勢にも問題が感じられる。
ともあれ，筆者がこれだけ多くの村落を調査することが出来たのは，とりも
なおさず中国の諸先生・友人• 関係諸機関等の多くの人達が筆舌に尽くせぬ程
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の温かい配慮と惜しみない努力をして下さったおかげであり，本研究はこれら
の方達に負うところが大きい。筆者とじては大いに感謝する次第であり，ここ
に改めて感謝の意を表したい。
第3節研究の課題と方法
上記の村落実態調査に基づいて，解放前から現在に至る農村社会経済構造の
変容をどこまで内在的に分析できるのか，これが本研究に課せられた課題であ
る。これまでの解放前の村落研究では，中国において「村落共同体」は存在し
ないとされてきた5)。 この点は筆者も賛成するのであるが，それならば中国の
村落を積極的にどのようなものとして把握するのか，この点についてはあまり
研究がなされて来なかった。このような研究勤向に対し筆者は村落を 1つの社
会経済単位として捉え，村民はこの村落を媒介にして生活の再生産を計ってき
たとみ，西欧や日本とは違った共同体的土地所有を媒介しないで存立する村落
としての社会結合体を分析してきた6)。基本的にはこのような村落は解放後
も解体されることなく存続しており， 解放後の村落社会になお前近代的要素
が多面的に存在しているとするならば，これらの払拭なしには社会主義的近代
社会の形成は困難であることが理解出来よう。それゆえにこそ「中国社会主
義」建設過程においてさまざまな諸問題が存在するのであると考えて来た。本
研究は解放前から解放後の中国農業の展開を村落というミクロの視点から分析
し，伝統社会の社会結合様式がどこまで内実を伴って解体されたのか，それと
も現在にいたるもそれ程変容されていないのかを分析しようとするものであ
る。
その方法として，自らの村落実態調査に基づいて具体的に一村落の社会経済
構造を分析しようと考える。これまで中国が出版した資料に基づいた研究は比
5)拙稿「旧中国における市場圏と通婚圏」「史林」第63巻第5号， 1980年9月。
6)拙著「中国農村社会経済構造の研究J(晃洋書房， 1986年出版予定）を参照されたい。
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較的多いが，自らの村落実態調査に基づいて具体的に分析しようとした研究は
極めて数少ない。それゆえに本研究はその点において意義があると思われる。
しかし，何分調査期間が短く，そのためどこまで内実を伴った分析ができるの
か未知数である。そこで，まず各調査村で聞取りと入手した資料を調査村毎に
時系列に整理し，調査村の社会経済構造を再構成してみる。この場合，調査村
によりその聞取りに濃淡があり，聞取りの重点も異なるので，必ずしも同じよ
うに再構成は出来ないかもしれないが，(1)村落の概況，(2)村落の歴史的展開（解
放前→土地改革→互助組化→初級合作化→高級合作化→人民公社化→調整期→文革といっ
た歴史的展開）， (3)三中全会以降の農村経済の展開， という順序に従って考察す
る。さらに資料の豊富な村落や特徴のある村落は， (4)その社会経済的特徴や農
業経済分析をも同時に考察する。そうすることによって同じように進められて
きた諸政策，そのもとでの諸改革が地域により非常に異なっているということ
を理解出来るであろう。そして，次に各村落間における歴史的展開の相違を比
較検討をしたい。この際，第 1にこれまで言われてきた中国農村経済の歴史的
展開が地域によってどのように相違しているのか，また公式見解と実態がどの
ように乖離（村落毎による政策の変質化）しているのか考察したい。第 2に，単一
的な「上からの」諸政策は地域によりその取り込まれ方が異なっているが，そ
の原因に地域的な社会経済的条件がどのように機能しているからなのか，さら
に解放前の伝統社会がどのように存続し，現在の村落社会を規定しているのか
考察したい。
上記のような問題意識に沿ってどこまでの分折が可能であるのか，考察前に
おいては未知数である。しかし，このような考察によってこそ，解放前から解
｀放後における伝統村落の変容が理解出来るものと考える。＇
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第17章 福建省泉州市東海郷灯星村の調査事例
第 1節灯星村の概況
灯星村の調査は厘門大学関係者の按配により実現したt)。調査期間は1985年
7月27日・ 29日・ 30日の 3日間で，この頃は丁度収穫・田植えの農繁期であっ
た。しかし，この忙しい時にもかかわらず，村幹部は筆者のために付き合い質
問に答えて下さった2)。 また，第 1日目は晋江地区外事排公室の塵錦河氏・楊
志奇氏，泉州市農業辮公室の何聴玉氏が，第 2 日目•第 3 日目には塵氏力s筆者
のお供をして下さった。これらの諸氏の協力がなければ灯星村の調査は実現し
なかったであろう。記して感謝したい。
灯星村は東海郷に属する行政村の 1つであり，泉州市の東南に位置し，村の
南側を晋江が流れている。宿泊していた泉州華僑大属から車で約15分位のとこ
ろにあり，泉州市街地から少し離れた近郊農村地帯である。「政社分離」以前，
泉州郊区には8つの人民公社， 3国営農場・林場， 171生産大隊， 1,437生産隊
(885自然村を含む）があった3)。1979年末の人口は26万3,251人であり，そのうち
の大多数は漢族で，河市人民公社と馬甲人民公社に僅かの回族・會族がいる丸
東海人民公社はその中の 1つの人民公社で，面積約 36km2, 耕地面積2万余
畝，水田約 1万2,000畝，旱地8,400余畝あり， 22生産大隊， 194生産隊， 14専
業隊 (87自然村を含む）で構成されている。戸数は 7,654戸，＇人口が 36,016人で
ある5)。 これを表にしたのが第17-1表である。また，各生産大隊の位置を示
したのが第17-1図である。東海人民公社には， 1生産大隊に 9.5個の生産隊
を含み， 1自然村には 2.4個の生産隊を含んでいる。これは華北の生産大隊が
1)拙稿「腹門大学台湾研究所訪問記」「台湾史研究」第5号， 1986年を参照のこと。
2)筆者の訪問に対して，初日は灯星村党支部書記の庄垂岱氏 (56歳）が， 2日目.3日
目は庄垂岱氏を初め副書記の林和氏 (SO歳代），村長の梁成知氏 (55歳），副村長の庄
垂鐘氏 (55歳）が出席して下さった。応答において初日と 2日目.,3日目とが異なる
点があり，その場合には複数の人達から闊いた2日目.3日目を採用した。
3,4,5)福建省泉州市地名辮公室編印「福建省泉州市地名録」 1983年， p.63。
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第17-1表東海人民公社（現・東海郷）の生産大隊と自然村
生産大隊！戸数 1人数 1月羹1盗烹副 自 然 村 名
（中法芸， 石頭石街） 699 2,972 6 文興 文興，坂頭，聖店，長埋，美山，井上
仁 風 431 l,829 3 東禅 東禅，仁風河岸
風 山 338 1,629 6 鹿園 鹿東岳園，聖茂東塘頭，象坑，甘庶頭，
東 湖 430 1,816 3 水漂 水漂，湖心，草埴
大 坪 151 666 2 大坪 大坪，大山辺
東 塗 354 1,527 5 后坂 后庵坂，前坂，淮口，源淮（無頭淮），田
石 埴 269 1,231 4 石捕 石埴，山兜，淮頭，院后
迎 津 199 814 1 津頭捕 津頭埴
后 亭 228 1,211 7 后亭
后品村亭，．渭丁看茉頭内CT，．営這赤．士丁巷議畔，）坑下．新，庵北，山．新古街
灯 洲 509 2,168 7 后田
東 霞 409 1,644 2 東尾 東尾，霞淮
雲 山 400 1,902 3 雲鹿 雲鹿，田園，院前
宝 山 590 2,887 10 大埴 大（洋捕墓，）東，坑洋店，后，坑厨頭，下，路山后，郭，赤山嶺， 洋茂
灯 星 462 2,108 6 浦西 浦西，烏洲，后淮，東村，水口，草埋
況洲（減洲） 227 872 2 況洲頂村 況洲頂村，況洲下村
北 星 364 1,802 5 車埃 車埃，蓮埃，后科，三坪〔片村〕
-、
后． 暦 125 638 2 后暦 后暦（欧暦），頂曽
后 捕 275 1,325 4 后捕 烏井，下堡（下村），林辺（嶺辺）
東 梅 366 1,790 6 東辺 東石辺壁，（集霞壁塘）（下塘）， 梅里， 祠暦， 卓坑
金 崎 163 875 2 金崎 金崎（鶏崎），水尾橋
臨 海 799 4,646 1 縛捕 縛捕（前捕）
捕 携 277 縛埴 〔漁業大隊）
---―計
（東海人民公社）17,654136,0161 851法石大隊I
出典）福建省泉州市地名辮公室編印「福建省泉州地名録」 1983年， pp.66~70より作
成。 p.63では自然村数は87とあるが，作表では85であった。（ ）は旧名，〔 ］は
補注。
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解放前の自然村と同規模であることと比較すると叫 様相を異にする。華北の
自然村の戸数は百数十戸から数百戸であるが，東海人民公社では平均約88戸と
少ない。
灯星村は第17-1図に見られるごとく，東海郷の西南部にあり，泉州市街区
のそばに位置する。灯星村は烏州村・后淮村・浦西村・草埋村・東村・水口村
といった 6つの自然村によって構成されている。これらの自然村の位置を示し
第17-1図東海人民公社各生産大隊の位置
??
、 ? ?
出典）前掲「福建省泉州地名録」中の「泉州市政図」と『福建省地図冊』
1982年， p.28より作成。
6)華北農村調査についてはまだ発表しておらず，順次発表していく予定である。
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第17-2図灯星村の概況図
I 
7お
勺
写真1,-1 浦西村にある庄同族の庄暦祠堂の中，現在は小学校に
使われている。
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たのが第17-2図である。 1984年末の統計によれば，戸数が468戸， 人口が
2,114人で， 1戸当たり平均家族数は4.5人となる。労働力は929人 (43.9%)で
ある。ただ，上記の数値には国家幹部や国営工場で働く労働者等の非農業戸56
戸 ・72人が含まれていないので，実際に村に居住し， 生活する戸数・人口は
524戸・ 2,186人となる。各自然村の姓別構成を見ると，烏州村では張姓が80余
彩で残りが梁姓，后淮村では李姓30余彩で残りが雑姓，浦西村では庄姓が90彩
以上，草埋村では林姓50彩，東村では林姓90彩以上，水口村では林姓60彩・庄
姓30彩である。これを見ると，灯星村の各自然村は后淮村を除き非常に同族的
色彩が濃い。例えば，庄姓の多い浦西村には庄同族の同族廟である庄暦祠堂（写
真17-1)がある。この祠堂はかつてはかなり大きな同族廟であったと思われ，
現在，灯星小学校となっており， 17人の公排教師”と 380余人の生徒がここで
第17-2表各生産隊の概要 (1984年末，単位：人・戸・畝）
生産隊名 1戸 数 I人・ 口1労働力 1水 田i喜嘉Iぶ喜嗜
烏洲第1隊 34 144 50 72.17 0.50 
第2隊 56 213 109 148.46 0.696 
第3隊 31 146 66 95.32 0.652 
第4隊 38 157 49 103， .03 0.656 
后 淮 58 262 83 119. 58 0.456 
浦西第1隊 43 213 106 85.20 27.32 0.528 
第2隊 40 169 70 76.65 51. 00 0.755 
第3隊 37 212 98 90.99 58.21 0.703 
第4隊 45 239 118 109.82 65.17 0.732 
草 埋 51 201 110 94.34 73.20 0.83 
東 村 15 72 25 35.34 12'.19 0.66 
水 口 20 86 45 36.44 12.52 0.569 
計 （平均） I 468 1 2,114 1 929 11. 067. a41 299. 61 1 . o.646 
出典）村より提供された資料に基づく。 1人当たり分配地についても村から与えられた
数値であり，筆者が面積＋人口で導き出したものではない。
7)小学校や中学校教師の給料が県政府（国家）により支払われるのは公辮教師で，郷や
村により支払われる教師は民辮教師である。
38 
中国農村社会経済構造の変容分析（石田） 725 
勉強している。ところが，晋江県青陽鎮には浦西村の庄暦祠堂よりもはるかに
立派で規模も大きい庄同族廟があると，村民は自慢する。庄姓は本来青陽鎮に
居り，その 1部がこの村に移住してきた。解放前には族田である太公田が8畝
あり， 1畝につき4.25藍の水稲でもって祖先祭祀の運営費と｀した。また，他の
応答では庄姓は 6房に分かれ，各房がそれぞれ土地を所有していたとあり，要
第17-3表農業生産概況（単位：畝．斤，大庶のみは担）
＼ 作物 1981年 1982年面積 1畝産 I総 産 面積畝 産総 産
早稲(1期稲） 1,009 616 622,023 957 760 727,560 
晩稲(2期稲） 1,005 705 708,538 970 852 826,129 
地 瓜 196.16 (489) 95,866 163 900 147,150 
落 花 生 134 317 42,520 132 360 47,440 
大 豆 65 135 8,848 31 246 7,770 
大・小麦 360 264 95,368 212 296 62,682 
大 庶 171 120 20,420担
糧 食 I 1.521,795 I 1,763,521 
ミ作物 1983年 1984年面積畝産 1総 産 面積畝 産 I総 産
早稲(1期稲） 985 813 800,780 996 850 846,600 
晩稲(2期稲） 986 881 868,760 963 900 866,700 
地 瓜 179 850 152,838 107 850 90,950 
落 花 生 163 255 41,693 107・ 300 32,100 
大 豆 15 220 3,300 
大・小麦 163 (152) 24,695 103 411 42,386 
大 庶 128 152 19,420担 198 100 19,800担
糠 食 J 1,847,073 [ 1.846,636 
出典）村より提供された資料に基づく。地瓜はすでに穀物に換算された数値である（換
算率5分の 1)。糧食は早稲，晩稲，地瓜，大・小麦の合計となっている。早季
糧食は早稲と大・小麦の合計，晩季橿食は晩稲と地瓜の合計となっており，各年
度のそれぞれを見ると， 1981年 717,391斤， 804,404斤， 1982年 790,242斤，
826,129斤， 1983年825,475斤， 1,021,598斤， 1984年888,986斤， 957,650斤とな
っている。（ ）の数値は与えられた数値から求めたものである。
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領を得なかった8)。•これらの太公田は土地改革により「帰公」した。
耕地面積は水田が 1,067.34畝，農地（旱田）が229.61畝で，第17-2表に見・
られるごとく 1人当たり平均耕地面積は6.5分と極めて少ない。作目構成は水
田には水稲 2期作＿（これまでは3毛作であったが， 1984年に改変した。裏作の麦類は約
100畝を栽培している。），農地には落花生・地瓜（紅薯，甘薯）をそれぞれ100畝，
甘煎を約200畝栽培している（第17-3表参照）。
以上が灯星村の概況である。
第2節灯星村の歴史的展開
灯星村は1949年 9月 1日に解放され， 1951年 4月から11月にかけて土地改革
が行なわれた。土地改革に際して 1951年 3月に各村に縛備（準備）農民協会が
設立された。そして，土地改革後正式に農民協会となる。土地改革は自然村単
位で行なわれ凡 例えば浦西村の土地改革を見ると当時浦西村には戸数100戸
以上，水田320畝，農地200余畝があり，階級構成は地主・富農が存在せず，富
裕中農2戸，中農70~80戸，貧農30余戸であり，富裕中農に規定された 2戸は
それぞれ17畝の土地を所有し，労働力不足を雇工を使って補い農業経営を行な
っていた。• そのうちの 1戸は華僑で金があり，水牛の飼育経営も行なってい
た。土地改革は中農の土地を勤かさず，富裕中農の土地は中農の水準，すなわ
ち 1人当たり 5~6分とし，その他を没収して貧農に分配した。それゆえ，貧
農が獲得した分配地は富裕中農からの没収地と太公田より捻出され， 1人当た
り3分余になるように分配された。同様に草埋村の階級構成を見ると，解放時
8)当初の応答では太公田が30余畝あり，後に6房に分かれて各房がそれぞれの土地を持
つようになったとのことであった。ところが，その後で8畝だと訂正された。筆者は
庄同族がこの灯星村に所有していた太公田が30余畝あり，浦西村にはそのうち"8畝が
あったと考えるがどうであろうか。
9) 1950年6月30日に公布された「中華人民共和国土地改革法」第1条では，土地を分配
する単位は郷あるいは郷に相当する行政村としているが，華南農村だけでなく筆者が
調査した多くの村では自然村が土地改革の単位となっていた。
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の戸数は14戸，人口60余人であり，そのうち中農10戸，貧農4戸であった10)。
太公田は 5畝あり，これが「帰公」となり，土地分配が可能となった。そし
て，貧農の土地が 1人当たり 3分となるように分配された。具体的に土地改革
による個人の分配地を見ると，草埋村出身の副村長・庄垂鐘氏は当時4人家族
で3分余の所有地があり， 9分余の土地が分配され，計 1畝2分余の土地所有
となった。同様に草埋村出身の書記・庄垂岱氏は 11人家族で所有地が2畝あ
り， 1畝余の土地を得て，計3畝余の土地所有となった。また，草埋村出身の
副書記・林和氏は7人家族であったが，解放前に所有地がなく父親が魚の小販
（行商）をしていた。農業をしていなかったことから土地改革において土地の
分配がなく，高級合作社化の時に母親が合作社に加わり，初めて農業をするよ
うになった11)。この点は他地域と異なり 12), 恐らく村の土地が少なかったため
非農家には土地を分配出来なかったと考えられる。烏州村と后淮村とは隣接し
ているので，土地改革においては 1つの単位として行なわれた13)。
このように見てくると，これらの村落には地主・・富農が居らず，土地改革に
おける経済的意義が非常に弱いように思える。この点を村幹部に質問すると，
土地改革では農民達が訴苦大会を開き，保長を批判・打倒したことに意義ある
と応答が返ってきた。それは保長が国民党と結びつき，労働力が少ないにもか
かわらず，村の青年達を兵隊として連行していったからである。そうであるに
しても，これは政治的問題であり，地主・小作関係を解体して農民的土地所有
10)草埋村においては，水車や水牛・大型農具を所有している農民が中農と規定され，階
級規定の際の土地所有規模についての応答はなかった。
11)高級合作社化の時も父親は合作社に入らずに商売をしていた。マ
12)土地改革は土地を所有していない村民で農業をする意志があれば，それらの村民に土
地を分配しているが，ここではこれがない。例えば，山東省章邸県旭昇郷東張官荘・
東酒埠村では解放前に多くの村民が東北へ出稼ぎに行っていたが，土地改革となると
帰郷し土地の分配を受けている。
13)筆者は土地改革の単位についても何度も質問をしたが，村民の応答はこのようであっ
た。浦西村と草埋村とは第17-2図に見られるごとく非常に近接しているので，両村
で1つの単位と考えるのが自然であるとも思える。
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を創出するという点では，土地改革の意義は弱いように思える。筆者は，集団
地主としての太公田が恐らく相当あり，これを分配することによって，貧農の
土地所有が増加したのではないかと推測したが，記述したごとく太公田は意外，
に少なく，また村幹部の応答も要領を得ず，この点は解明出来なかった。
1953年2月には土地改革が公平に行なわれたかどうかという復査運動が行な
われ，これらの調査村では問題がなく， それゆえ再調整もなかった。 1954年
5・6月頃から互助組が組織される。これは解放前の幣エとその内容は異なら
ず，約1年間実施される。
1955年6月には初級合作社が組織される。初級合作社への参加は強制ではな
く，自願互利の原則が守られたとのことである。それゆえ，組織率はそれ程高
くなく，例えば浦西村・草埋村には灯塔初級合作社が成立するが，参加戸数は
約60戸で，｀組織率は約60彩であった。また，烏州村と后淮村には明声初級合作
社が成立し，組織率は同様に約60彩であった。そして，富裕中農が初級合作社
に参加することは取り立てて問題にはならなかった。ところで，初級合作社は
一般に「半社会主義」であると言われており，その根拠として分配が提供した
生産手段と労働力の2つに基づくからだとされているが，本調査村では生産手
段提供に基づく分配はなく，ただ水牛のみが平均 100元とみなされ，その所有
者に支払われた。当時の労働力 1人当たりの分配が20元であることから，水牛
は貴重な役畜であったということが推察される。
1956年2月には高級合作社化が行なわれ，これまで泉州市管轄であった水口
村・東村と鳥州村・后淮村・浦西村・草埋村の 4カ村，計6カ村で灯星高級合
作社が成立する。この時に初めて現在の行政規模が成立したことになる。灯星
高級合作社は戸数300余戸，人口 1,200余人，耕地面積800余畝で， 6つの生
産隊によって構成されている。生産隊は 1つの自然村に 1つ存在するのではな
く，烏州村に 2生産隊，浦西村に 2生産隊，草埋村・水口村・東村の 3カ村で
1生産隊，后淮村に 1生産隊という内訳になっている。高級合作社化により晋
江から水を引けるように水利開発が行なわれ，泉州北渠を設置することが出来
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た。これにより灌漑・排水が可能となり， これまで海水の逆流により塩馘地
（アルカリ地）に悩まされてきたが．これも解決され水稲の畝産（畝当たり収量）
が600余斤に上昇した。この泉州北渠は泉州市政府が計画し，村の農民達が労
働力を提供して完成させた。このような水利開発が可能となったのは，集団化
により行政規模が拡大し，集団が力を出し合い．比較的規模の大きな開発が可
能となったからであり，集団化に負うところが大きい。
1958年8月には人民公社化が行なわれ，東海人民公社が成立した。東海人民
公社は解放前， 35都と36都の 1部をなし14), 晋江県の管轄に属していた。解放
初期には晋江県第3区に属し， 1951年の晋江県と泉州市とに分治の時， 1部の
郷は泉州市南台区へ移管されたが， 1958年には晋江県第 3区と泉州市南台区の
1部の郷が合併して，東海人民公社が成立した15)。1958年に成立した東海人民
公社の規模は現在の東海郷の規模よりも大きく，後述するごとく城東人民公社
と漁業人民公社を含んだ規模であった。東海という名称の由来は．この地域が
泉州市区の東郊に位置し，海に近いということから生じている16)。人民公社化
の時，灯星高級合作社は灯星生産大隊となり， 12の生産隊で構成される。そし
て，灯星生産大隊の基本採算単位は烏州村・后淮村と浦西村・草埋村・東村・
水口村の 2つであった。それゆえ， 1958年2・3月頃から1958年末まで公共食
堂が建設されるが，この公共食堂は上記の採算単位に 1つずつ建設された。ま
た，土法炉（錬鉄）も同様に 1つずつ建設された。土法炉は1958年8月と 9月
の約2カ月間だけ実施され，土法炉が短期間で終わった理由は技術や原料がな
かったので続かなかったからである。公共食堂は人民公社化以前にすでに開始
されており，これも短期間で終わった理由として灯屋生産大隊では元来食料が
不足しており，人民公社化後他から食料を購入することが難しくなり，結局公
共食堂を維持することが困難となったからである。
灯星生産大隊の大躍進期の特徴を聞くと村幹部は，①深耕（約lm)の実施，
R密植の実施，⑧土法炉の建設，④錬鉄のため燃料として樹木の伐採，⑥公共
14)15)16)前掲『福建省泉州市地名録」 p.63, pp. 63~64, p. 64。
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食堂の建設，⑥水利開発の 6点を上げ，①～⑥は農業生産にとりプラスではな
かったとして批判的で，⑥については評価する。大躍進期の水利開発には水庫
（貯水池）の建設や晋江の堤防建設がある。灯星生産大隊は記述したごとく晋
江沿いにあり，これまで洪水に悩まされてきた。 1958年7月から10月にかけて
泉州市全体で堤防建設を行ない，これにより洪水問題が解決され，その結果農
業生産力が安定し，1959年以降畝産がこれまで平均500斤であったのが安定して
（糧食平調）600斤となった。同時に耕地面積も拡大し，生産責任制による 1人当
たりの分配地が土地改革のそれよりも大きいのは，高級合作社化時の水利開発
や大躍進期の水利開発によるからである。現在批判されている人民公社の諸問
題については記述した以上の応答は返って来なかった。しかし，灯星生産大隊
も他地域と同様， 1960年から1962年までは最も困難な時期を迎える。その原因
は農業生産力が落ちたということよりも，中ソ論争の開始と共に第1次5カ年
計画期にソビエトより借りた債務を返済するため，国家に対して糧食や鶏等を
安価に売却しなければならなかったからということであった。それゆえ， 1961
年末には「瓜菜代」（瓜や野菜が食料となる）となり， 1963年初に「体制下放」として
基本採算単位が生産隊にまで下ろされ，経済の調整が開始される。ところで，
1962年にはすでに東海人民公社から城東人民公社と漁業人民公社が分離独立し
ており 17),東海人民公社の規模は小さくなっている。基本採算単位の生産隊への
格下げは現在にまで受け継がれ，・灯星生産大隊の12の生産隊の内訳は第17-2
表に見られるごとく，烏州村に 4生産隊，后淮村に 1生産隊，浦西村に 4生産
隊，草埋村に 1生産隊，東村に 1生産隊，水口村に 1生産隊となっており，自然
村はやはり基本的にそのまま残されて生産隊が形成されている。調整期の「三
自一包」政策を見ると，灯星生産大隊では自留地は 1戸につき約2~3分（家
族数によって異なるので）分配され，自由市場は解放前から現在に至るまで開市規
模の大小はあっても，途絶えることなく泉州市内において毎日開かれており，
17)同上書， p.64, p. 71。 漁業人民公社は1971年に取り消され，そのうちの2つの生産
大隊は再び東海人民公社に帰属する。
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取り立てて問題にされることはなかった。生産責任制に関しては包産到組，す
なわち当時の平均畝産が600斤であったので，その畝産が700斤を超える場合は
その超過分を作業組で分配することが出来た。しかし，これは計画だけであっ
て実際は実施されなかった（「有計画，没実施計画」）。この調整期の政策の結果，
1965年には畝産が600斤~700斤に達するようになった。
文化大革命が始まる直前に大四清運勤があり，この頃から生産大隊では会議
が多くなり，農機具や工具等の集団の財産に対して点検が行なわれる。文革は
他地域と比較して少し遅い1966年の末頃から開始される。文革へのきっかけは
上からの指示に対して形式的に答えるため灯星生産大隊自身で紅衛兵の組織を
作ったことに始まる。灯星生産大隊で具体的に文革として何をやったのかと質
問すると，「掃四旧」＇（旧思想・旧文化・ 1日風俗・旧習慣の打破）として神婆のよう
な祈鵬を専門職業とする者を批判したと言う。また，灯星生産大隊は泉州市街
に近いため市内の紅衛兵が村にやって来て，廟宇を破壊し神像を焼き払ったり
した。ということは，ここでは文革が始まる前まで村廟が存在していたことに
なり，華北や華中で聞いたこととは 第17-4表各年度水稲作の畝産
大いに異なっている。しかし，灯星
生産大隊ではさして文革の影響が大
きくなく，幹部の交替もなければ第
17-4表に見られるように農業生産
力も落ちず，逆に畝産700斤~800斤
と上昇している。 しかも， 「以糧為
綱」と言う糧食中心主義も実行され
ず，農民は穀物生産以外に養牛・養
鴨・養鶏・養豚・養魚といった副業
を初めとして，手工業や小商業とい
った多角経営を行ない，そのため記
述したごとく文革中といえども自由
時 期 畝 産（斤）
土地改革前 400 
土地改革後 400 ~ 500 
互 助 組 400余
高級合作社 600余
1958年 500 
1959年・ 600 
調 整 期 600余
1965年 600 ~ 700 
文化大革命 700 ~ 800 
1981年 616~ 705 
1982年 760~'852 
. 1983年 813~ 881 
1984年 850~ 900 
出典）聞き取りにより作成。 1981~84年
は早稲 (1期稲） と晩稲 (2期
稲）の畝産をとった。
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市場は途絶えることなく存続していた。多くの地域ではこれを「資本主義的尾
巴」（資本主義の尻尾）として批判されたのであるが， ここでは全く問題になら
なかった。また，文革中は外国に親戚があれば外国の特務として批判されたの
であるが， ここではたとえ外国に親戚（多くは華僑）があっても問題にはなら
なかった。ただ， 国家幹部（人民公社幹部）において問題になったことがあった
。それは，ある幹部が香港の親戚を訪ね，ラジオを持って返って来たため，資
本主義思想の持主として批判されたことである。このようなことはあったが数
は少なく，文革は村民の生活にさして大きな影響を与えなかったし，記述した
ごとく農業生産力は常に上昇しており，基本採算単位も生産隊から生産大隊へ
格上げされることもなかった。強いて上げれば， 1975年に自留地の水田が個人
から生産隊によって耕作されるようになったことぐらいである。そして，三中
全会まで基本的に変化なくこのような形態が続く。
第3節三中全会以後の農村経済の変貌
本節では三中全会以後の農業政策の骨子である「政社分離」と生産責任制に
ついて分析し，それに伴う農村経済の変貌を考察する。
東海人民公社の「政社分離」は1984年農暦9月に行なわれた18)。「政社分離」
の内容は「政社合ー」の東海人民公社が東海郷となり，行政組織の東海郷人民
政府，政治権力組織の東海郷党委員会，経済組織の東海郷連合企業総公司とい
った 3つの組織に機能が分離され，これまでの人民公社制度が廃止されるとい
ったことである。経済組織の連合企業総公司とは郷鎮企業（郷営企業）の管理
を行なう組織である。一方，灯星生産大隊は灯星村となり，行政組織の灯星村
民委員会と政治権力組織の灯星村党支部委員会とに分離し，経済組織の企業管
、18)月日に関する農民の応答において，新暦ではなく農暦（旧暦）で返つてくることがし
ばしばあり，注意しなければならない。一般に農民は正確に月日を覚えているわけで
はなく，その頃が農作業のどの時期であうたのかというようなことで記憶しており，
それを新暦に換算して答えているようである。
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村営企業 労働者数（人） 設立年代 1985年度の管理費（元）
機 械 廠 50余 1978 4,800 
塑 料 廠(5廠） 70余 1980 9,800 
童 桂 廠 30余 1978 10,000 
食品加工廠 10 1978 280 
水泥花碍廠 7 1980 2,000 
製 衣 廠 13 1981 2,000 
模 具 廠 7 1978 2,000 
五金加工廠 13 1977 2,500 
孵 化 廠 6 1982 村が直接経営
糧食加工廠 1960 生活用のため村が直接経営
農具修理廠 1960 1981年に個人に払い下げ
汽車配件廠 5 1978 350 
?
約200余 37,000 
出典）聞き取りにより作成。食品加工廠では米粉を作っており，糧食加工廠は生活用の
籾摺を行っている。労働者数と管理費の計は各数値の合計ではなく，これも聞き
取りである。
理組は村民委員会の下に設置される。企業管理組は 5人の幹部によって運営さ
れ，村営企業と個人企業の管理を行なう。
現在，村営企業には第17-5表に見られるような企業があり，企業に働く労
慟者は総計200余名である。第17-5表から明らかなごとくこれらの企業は
1978年以後に創設されたものが多く，まるで三中全会以後の政策に合わすかの
ような内容である。そこで1978年以前には村営企業（社隊企業）はなかったの
かと質問すると，「ない」と答える。さらに． これまで訪問したどの村にも大
躍進の頃から糧食加工工場や農具修理工場等がつくられているが本当にないの
かと質問すると， 「あった」と答える。それが表中の糧食加工廠と農具修理廠
で，前者は現在自給用に利用されており，後者は1981年に個人に払い下げられ
た。村営企業は1985年から生産責任制が開始され，各企業は管理費名目の請負
金を村に納めれば残りの全収益は企業独自のものとなり，その使い道は各企業
に任されるようになる。請負総額は 3万7,000元との応答があったが，個別に
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聞いた金額を総計すると 3万3,730元となり， 若干異なる。三中全会以後のエ
業総生産額は， 1981年43万8,725元， 1982年75万8,000元， 1983年94万6,996元，
1984年103万元， 1985年計画では200万元で，この数値から見る限り村営企業は
•順調に伸びているようであり， 1985年は飛躍的に成長させようとしているよう
である。しかし，工業総生産額が200万元になろうというのに請負総額が 3万
7,000元 (1.85彩）であるのは納得がいかなかった。
農業における生産責任制は， 1981年冬から1982年冬にかけて土地の分配を完
了させ，当初から大包干制が実施される。土地の分配は生産隊毎に実施され，
老若男女にかかわらず人口割で均等に分配された。人口数と耕地面積は生産隊
により異なるので， 1人当たり分配面積も当然異なり，第17-2表のごとくに
なる。 1人当たり分配地の最大は草埋村の0.83畝，最小は后淮村の 0.456畝で
あり，その差は 0.374畝となる。しかし，実際の分配は必ずしもこの通りでは
なく，後述するように幾分少ない。灯星村の 1人当たりの分配地は 0.646畝で
平均1家族4.5人であることから， ・1農家の平均収得地は2.92畝(0.2ha足らず）
となり，これでは農業だけで生活していくことが出来ず，副業や郷鎮企業の重
要性が理解出来よう。また，生産隊により水田だけのところと水田・農地のと
ころがあり，後者の生産隊では土地を 1等地と 2等地とに分け， 1等地を 1人
当たり幾ら， 2等地を 1人当たり幾らと決め， 抽策（抽選）によって土地を分
配した。今後の人口の増減に対しては， 12生産隊のうち 8生産隊では 5年後に
土地分配を調整する予定であり， 4生産隊では調整するつもりはないとのこと
であった。農業の比重が低い灯星村においては請負地の差はさほど問題になら
ないのかもしれない。
生産責任制実施後，農家経済はどのように変貌を遂げたのであろうか。結論
を先取りして言えば．生産責任制を実施することによって労働力の配分がうま
く行くようになった。というのはこれまで集団労働のもと耕種農業に労働力を
多投していたのが，個人で農業が出来るようになり，一部分を農業に割き，残
りの労働力を村営企業や副業に割くことが出来るようになったからである。そ
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の結果，農民の収入源が多くなり，また
能力のある青年達は自ら事業を興し高収
入を上げるようにもなり，農家経済は向
上した。これを村幹部の農家経済に基づ
いて分析すると，例えば烏州村第 3生産
第17-3図梁成知氏宅の家族構成
本人可―妻
I I I 
長女次男一姐婦 長男T 姐婦
I I I I 
女孫 女孫女孫男孫
出典）聞き取りによる。
隊に属する村長の梁氏は土地の分配時11人家族で4.16畝の水田を請負った。そ
の時の家族構成は第17-3図のごとくで， 1984年10月には長男と次男の家族が
分家し，現在は夫婦と長女の 3人家族である。分家に際し，長男には2.26畝，
次男には 1.9畝の土地を与え，本人には全く土地を残さなかった。また，長女
もいずれ結婚して家を出るので土地を残さなかった。それゆえ，梁氏の収入は
村長としての手当て約1,000元（毎月60元と奨金300元の合計）と臨時エ19)をして
いる長女の収入だけとなり，不足するのではないかと質問すると，兄弟が香港
におり送金があるし，長男が商店を経営しているので問題はないとのことであ
った。水田の収量は平均第 1期稲が3,000余斤，第2期稲が3,500余斤の計6,500
余斤で，平均畝産が720余斤~840余斤となり， 第17-5表と比較すると平均
水準よりやや下回る。稲穀100斤が20元であることから農業からの粗収入は約
1,300元となる。 ここから生産費や農業税等を差し引かねばならない。 とすれ
ば，農業からの収入の比重はかなり低くなる。
草埋村生産隊に属する書記の庄氏は 6人家族で 3.7余畝の水田と農地を請負
う。現在は長男に男子が産まれ7人家族
となり，その家族構成は第17-4図のご
とくである。 1984年度は農業は妻がや
り，農繁期は家族全員で行なった。農業
からの粗収入は 500元で20), 純収入は
第17-4図庄垂岱氏宅の家族構成
本人 哀-」_
I I 
次男 長男ー「娘婦
I I 
女孫男孫
出典）聞き取りによる。
19)臨時工は都市の臨時エとは異なり，農閑期に工場で働き農繁期に農業に従事する労働
者のことである。本村の労働者の多くは臨時工である。
20)他と比較すると経営面積の割には農業収入が少ない。これは本人の応答のままである。
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200余元であったとのことである。本人は村幹部で約1,000元の収入があり，長
男は村営の機械廠で技術エ（臨時エ）をし収入1,000余元，長男の嫁は村営の童
畦廠・（子虹化工場）で臨時工をし500余元 (1カ月の給料約40元），次男も機械廠の
臨時工で約1,000元の収入を得ており，一家の総収入は約4,000元となる。この
農家も収入において農業収入の比重の小さいことが理解出来よう。
同じ草埋村生産隊に属する林氏は，妻と 2人の息子との 4人家族で水田 8分
と農地6分を得た。氏の妻は郷にある病院の医師として勤務しており，妻の戸
ロ（戸籍）は鎮にあり農村にはない。次男も妻の被扶養者として農村に戸口が
ない。それゆえ，土地分配は本人と長男の 2人分しかなく，しかも生産条件の
悪い土地は受け取らなかったので請負地は少ない。 1984年度の収入は，農業に
おいては水田8分から 720斤の稲穀を収穫し，第 1期稲と第2期稲との収穫量
はあまり変わらないので計1,440斤となり， 288元の粗収入となる。農地 6分か
ら落花生100斤(65元），地瓜600斤~700斤 (100斤が5元前後であるので30元~35元）
が栽培され，残りの大部分には甘庶4,300斤 (100斤が4元であるので172元）が栽
培されている21)。これを合計すると約560元となる。一方，林氏は副書記とし
ての収入が約1,000元，妻の収入が 1カ月 60元，年収にすると 720元（奨金につ
いては不明）で計1;720元となり，やはり農業の比重は低い。
最後にもう1人，草埋村生産隊に属す
る副村長の庄氏宅を見てみよう。氏の家
族構成は第17-5図のごとく 7人で，水
第17-5図庄垂鐘氏宅の家族構成
本人可一妻
I I 
次男 長男一一嫌婦一田2.8畝と農地2.1畝を請負っている。こ I I 女孫男孫れらの耕地は妻と長男の嫁が耕作してお 出典）聞き取りによる。
り，農業からの収入は水稲が2期作で計4,900斤:(800元の粗収入）， 農地から甘
庶500余元，落花生200元，地瓜100元（自給用）となり，合計が1,600元となる。
その他に 3頭の水牛を飼育している。農業以外の収入は，庄氏の副村長として
21)農地（旱田） 6分の割には水稲以外の収量が多い。恐らく，水稲2期作後も他の作物
を作っているからであると思われる。
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の収入が約1,000元，長男が三輪車で運送業を営み2,000余元の収入，次男は村
営工場の臨時工で1,000余元の収入があり，合計が約4,000余元となる。この家も
同様に農業以外の収入の比重が大きい。このように三中全会以後，農業以外の
他の職種に就業することが出来，それに伴って農家収入も増加している。農民
達が新しい農業政策を支持する背景はこのようなところにあると考えられる。
ところで，草埋村生産隊では糧食は毎年不足しており，生産した糧食は自給
用で売却出来ず，特に泉州市より土地を接収されたことにより毎年国家より
1, 000kg近い食糧援助を受けている。 1984年の農業税は 1人につき2.2元で，
1981年以後公益金・公積金の農民負担はなく，村財政は村営企業から賄ってお
り，農民から徴収する必要もなく基本的に足りている。また，村幹部の手当て
も同様に村財政から賄われている。例えば，村民委員会は村長・副村長2人と
委員4人の計7人で構成されており，委員の内訳は婦連・計画生育， 民政（調
解），農業生産，企業の 4人である。かれら幹部の手当ては月60元で， そのう
ち村財政から30元，上級からの補助30元となっている。その他，村の道路や水
路が壊れれば村で雇工を使って修理する。この修理費用は村に約10万元の基金
があるので22), その一部を当てて修理している。
次に，生産責任制実施後の農業の変貌を見てみよう。これまで生産大隊や生
．産隊が農業経営のために農業機械等の生産手段を所有していた。ところが，農
業が個別化されることによって，これまで集団が所有していたこれらの農業機
械等を売却してしまった。第17-6表は生産責任制実施前と現在の集団と個人
との生産手段所有状況である。まずハンドトラ クターを見ると，各生産隊に 1
台ずつあったものが，入札により個人に売却され，現在で・は集団所有のハンド
トラククーは 0台，個人所有が20台である。 50馬力の大型トラクターも村民に
売却され，購入した村民はその後村外の者へ売却したため，現在村には大型ト
ラククーはない。水牛・黄牛は集団で約80余頭，個人で30余頭所有されていた
22)この基金とは集団所有の農業機械や役畜を個人に払い下げた代金等である。
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第17-6表生産責任制実施前と現在の農業機械等の所有状況
ミ所有単位 ハンド 大-型(ト50ラ馬ク力タ） 水牛・黄牛 抽水機 脱（足穀踏式機） トラクター実施前！現在 実施胤現在 実施前1現在 実施前1現在 実施躙現在
生産大隊 ゜゜ 2 ゜ 大型1大型1烏洲第1隊 1 ゜゜ ゜ 1 第2隊 J ゜゜ ゜ 1 第3隊 1 ゜゜ ゜ 1 第4隊 1 ゜゜ ゜ 1 后 淮 隊 1 ゜゜ ゜ 1 浦西第l,隊 1 ゜゜ ゜ 1 第2隊 1 ゜゜ ゜ 1 第3隊 1 ゜゜ ゜ 1 第4隊 1 ゜゜ ゜ 1 草 埋 隊 1 ゜゜ ゜ 2 4 6 15 東 村 隊 1 ゜゜ ゜ 1 水 口 隊 1 ゜゜ ゜ 1 ：安:: I 1~I 2~I~I~I :~:1 200i」 1~I. 20:1 -7~I 100: 
出典）聞き取りにより作成。草埋村の脱穀機15台は個人所有である。質問した幹部が草
垣村出身のため草埋村の数値には詳しいが，他については不明であり，全体につ
いて質問じた。
が，集団の水牛・黄牛は入札で 1頭300~1,000元で村民に売却せられ，現在集
団所有の役畜はなく，個人所有のものが200頭以上になっている。抽水機は大
型が生産大隊に1台，小型が各生産隊に 1台，計14台が集団所有であったが，
これは個人に売却されていない。ただ，鳥州村第 1生産隊～第4生産隊，后淮
村生産隊，浦西村第1生産隊～第4生産隊は抽水機の管理人をそれぞれ1人置
き，管理水として 1畝につき約2元を徴収している。草埋村・東村・水口村の
生産隊では管理人を置かず，草埋村では抽水機を4台所有しているので使用が
競合することなどなく，管理人を置く必要がない。足踏脱穀機は集団に70台所
有されていたが，これも村民に払い下げられ，現在集団所有の足踏脱穀機は 0
台で，個人所有のものが100台以上になっている。現在，草埋村には15台あり，
4戸で 1台の割合で共同購入し，共同利用している。
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農業機械がこのように集団所有から個人所有になったことで，農業経営に問
題はないかという質問に対し，第17-3表に見られるごとく農業生産は順調に
伸びており，問題はないとのことであった。ただ，ハンドトラクターや役畜を
所有していない農家は雇工代耕に依頼し，農業生産を行なっている。現在，牛
耕は 1畝につき 8元で， 牛耕の場合には肥（ハロー）がある。 トラククーによ
る耕転はは 1畝につき 4~5元で肥はない。牛耕はトラククーによる耕転に比
べてやや高いが，農民は牛耕の方を好む。生産責任制実施以後，農業が個別化
され，田植えや収穫等の農繁期には労働力不足をきたす。そのため最近，互い
に助け合う暫エ（ゆい）が盛んになり，例えば，ある村幹部は隣人2戸 (2人）
と弟の妻，計4戸 (4人）で暫工を行なっている。別の村幹部は兄 (2人），隣
人 (2人），甥 (2人）と自己の家族 (3人）の計4戸.9人で暫工をしている。
村幹部が言うに，暫工の相手は近隣の者や親戚であり，これまで表面的にでも
存在していた「社会主義的」集団原理は後退し，地縁・血縁関係が表面に現れ
るようになった。
このような結果， 1984年には灯星村の専業戸は46戸となり，全てが養鴨業で
耕種農業の専業戸は 1戸もない。養鴨専業戸の規定は 1年に500羽以上販売し，
その収入が全収入の70彩以上の農家である。灯星村は耕地が少ないがゆえに耕
種農業に展望が見出せないためか，養鴨農家が多く， 1農家平均 103羽の鴨を
飼育している。万元戸は8戸で，その内訳は個人企業が5戸，養鴨業が3戸で
ある。 1984年の 1人当たり平均収入は 130元と少ない。これには副業収入が入
っていず，村では生産責任制実施以後，農民の収入を的確につかむことが出来
なくなっているようである。
第4節伝統村落の存続と村廟の復活
伝統村落の存続を問題にする際，解放前において自然村がど0)ような形態で
存在したのか理解しなければならない。しかし，村幹部の記憶は非常に不明確
であり，それゆえ明確な応答はなかった。村幹部によれば，解放前の保甲制の
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もとで， 灯星村は泉州塗門外35都に属し， 況州・灯州・東霞の各村（現在の行
政村）が含まれていた。「泉州保甲的建立和郷鎮保区画」中の1942年の郷鎮保行
政区画表によれば23), 灯星村の烏州村と浦西村の名前が見られるが，他村の名
前は見られない。烏州村は法石郷南平保に属し，湖西村と大淮村とで 1保を形
成していた。浦西村は法石郷西濠保に属し，汎州とで 1保を形成していた。
1944年の郷鎮保行政区画表では24), 草埋・浦西・淮后（后淮はない）・烏州の名
前が見られ，これらの村は湖内・新街・御殿頭・況州とともに法石郷西南保に
属していた。また，東村は衆宝街・后田・八舎后尾・車橋頭・廠口街・新街・
御殿頭とともに温陵鎮宝海保にぞくしていた。これらの資料には灯星村の6自
然村のうち 5自然村の名前が見られる。記述したごとく，東村と水口村は初級
合社作化前には泉州市管轄に属していたとのことであるが， 1944年の段階もそ
うであったのかもしれない。しかし，水口村の名前が見られないのは，これは
水口村が灯州村の 1自然村である大淮村に属していたためであると思われる。
この点については後述する。
灯星村の 5 自然村（水口村は不明）は記述してきたごとく，土地改革•初級合
作社・高級合作社においても統廃合されることなく存続しており，人民公社化
第17-7表各自然村の村廟
自然村 I廟 名 I祭 神 1 廟（農祭暦）日 1再建年代 1管理人1再建費
烏洲村 田都古地廟 烏人洲，大康元大巡帥・三夫 1 月15 日 3 月日151:1, 8， 月15 1981年（農8暦月） 15日
后淮村 后上淮帝玄天廟 帝天上，福聖母徳，正玄神天上 1981年
浦西村 、青龍古廟 康元帥 9月9日 1981年（農9暦月） 9日
草埋村 草廟埋（草順埋正廟府） 天帥爺 1982年
東水口村 ｝東村宮 上帝公 1982年
出典）聞き取りと廟内の紅紙に書かれた会計報告等に基づく。
23) 『泉州文史資料」第16輯， 1984年6月， p.123, p. 124。
24)同上書， p.130, p. 132。
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退職教師 1,000~ 2,000元
張許畑 約2,000元
老3大~4名
複数 1,007.28 元
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においても灯星生産大隊の下の生産隊として存続している。そして，人民公社
解体後の現在もその社会経済単位としての地位が失われることなく存続してい
る。特に興味が持たれるのは各自然村毎に村廟が復活していることである。す
なわち，解放前，各自然村には村廟があったが，第17-7表に見られるような
村廟が三中全会以後，再建・新築されている。
烏州村では， 1981年農暦8月15日に田都古地廟（写真17-2)が再建されてい
る。再建費にどれ程掛かったか質問したところ， 1,000~2,000元位との返事が
あり，華僑も寄付をしたとのことである。廟内には烏州大元帥を中央に，左右
に烏州康大巡と烏州三夫人が祀られており，三夫人の生誕日である農暦1月15
日・ 3月15日・ 8月15日に祭祀が行なわれる。これらの費用は村民の負担にょ
るもので，廟内に紅紙で書かれた「中秋誼戯収支」 (1984年9月）によれば，烏
州村第1生産隊255元，第2生産隊1,094元，第3生産隊579元， 第4生産隊
338.9元，計2,266.9元が集められており，戯衆25)1,720元，搭棚（テント） 240 
写真11-2 烏洲村にある田都古地廟
25)戯衆の支出とは芝居の演技者に支払ったものと考えられるが，それにしては金額が大
き過ぎる。
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元等に2,030元，その他雑費を含め，計2,260.8元が支出されている。廟祭の運
営に対して村民から金を徴収しているのは解放前に見られたことであるが，現
在再びこのように復活しているということは伝統的慣行の根強い存在の現れと
言える。廟の世話人は定年退職した教師で，彼は無報酬で世話をしている。
后淮村では1981年に后淮玄天上帝廟（写真17-3)を約2,000元費やして再建
している。この村廟は廟内の中央に天上聖母（調祖）を，右側に玄天上帝（北極
大帝），左側に福徳正神（土地公）を祀り，廟内の至るところに紅紙に書かれた
会計報告等が貼られてある。例えば， 1984年2月25日付けの「建亭収支公布」
によれば，収入が900元で，建築資材に746.66元，エ資（賃金）に総計137元，
金紙・金香・点心（菓子）に4.6元の計888.26元を支出し， 残金11.74元と報告
されている。「1984年旧暦 9月初 9日佛生日菓子加銭収支」では， 村民21人
が最高 9元，最低 1元の計64.5元を寄付している。 1984年12月19日の「修渡頭
（渡し場修理）支出」には， 114.6元が使われている。 これは村廟とは関係がな
いが，恐らく村民の出資により修理したので公けに会計報告がされているもの
と思われる。また， 「1984至1985春節至元宵用費」には， 輪状の大きな線香
やローソク・金紙・爆竹等に 51.8元が費やされている。「1985年金亭収支公
写真1?-3 后淮村にある玄天上帝廟
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第17-8表后淮村玄天上帝廟の1985年金亭収支公布（単位：元）
姓名 1金額 I 姓名 1金額 I 姓名金額 1 姓名金額 I 姓名金額
張金海 10 李呈詮 5 陳満源 2 黄妬志 2 黄聡明 1 
張金池 10 李国消 5 陳加平 1 洪越来 3 李平民 2 
林銘輝 10 黄東芳 1 許金士 1 陳加芽 2 李維徳 1 
慮祖徳 10 李海賊 1 慮顕祖 3 黄通悉 3 李錫茉 2 
翁文桂 5 黄 肥 1 李呈鯉 2 李呈燕 2 李錫乍 1 
方忠慰 5 黄太平 1 陳清江 3 張秋平 2 李錫輝 1 
英開華 5 李金来 2 許金発 2 方自通 2 張秋景 1 
英茉埠 5 英国珍 2 許光耀 3 黄聡輝 2 李鴻毛 3 
陳志成 5 英家碧 2 黄慰祖 1 黄英枝 3 李謀安 2 
黄再生 5 永 興 1 方白棟 3 李江海 2 李呈新 1 
黄蓬巻 5 李章詞 2 方連慶 3 黄金勝 2 
総 計 173
李維畑 5 李松林 1 林 秀 1 李価金 2 
出典）廟内の合計報告より筆写。
写真1?-4 浦西村にある青龍古廟
布」には，第17-8表に見られるごとく 58名の村民が173元寄付をして金亭（紙
銭を燃やす炉）を建設している。「1985年 5月20日建金亭開費」によれば，建設
費用は163.65元である。ところで，前出の第17-3表に見られるごとく后淮村
の戸数が58戸であることから，全村戸が金亭建設のために出資していることに
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なり，ここにも村廟が全村民によって運営されていることが理解出来る。
浦西村では， 青龍古廟（写真17-4)が1981年9月9日の主神である康元帥
の誕生日に新建されている。青龍古廟は本来現在地にはなく，それゆえ新建と
なっている。青龍古廟の建設にはこの村出身の華僑が寄付をしており， 1981年
7月21日の公布では，香港華僑18名が香港ドル計2,600ドルを寄付している。
写真17-5 草埋村にある順正府廟（草埋宮）
写真17-6 東村にある東村宮
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1982年1月23日の公布にはインドネシア華僑が人民元350元を寄付しており，
同郷意識の強いことが窺われる。村廟は老大3~4人が管理し，彼等は廟祭の
とき村の安全•平安・風潮雨順を祈ると言う。
草埋村では草埋順正府廟（草埋宮，写真17-5)が1982年に再建された。草埋
宮の再建費は「82年度底修理草埋宮支出公布」によると1,007.28元が費やされ
ている。恐らくこの費用も村民が供出したものと思われる。
東村では1982年に東村宮（写真17-6)が再建されている。東村宮は以前から
現在の場所にあったが，以前はもう少し大きかったとのことである。現在の東
村宮は東村 1村で再建したのではなく，水口村と共同で再建したものである。
すなわち，水口村は隣村の大淮村の一部であり，本来自己の村廟がなく，現在
行政的には灯星村に属しているので，近くの東村と一緒に廟を再建したものと
思われる。また，東村には林姓が90彩以上を占めており，水口村にも林姓が60
形おり，しかもこれらの林姓は大淮村の林姓をも含めて同宗であることから，
両村の関係は元々密接であったものと思われる。
以上，考察してきたごとく灯星村の各自然村は解放前から現在に至るまで存
続しており，その社会的意味も土地改革や農業合作社化・人民公社化のなかに
おいても変わることなく存続している。そして，三中全会以後の政策の転換に
伴う自由化の中で，再び伝統社会が表面に浮かび上がってきた。その象徴的な
ものが村廟の復活であり，このような村廟の復活は個人の力量でなせるもので
はなく，村民間の協力があって初めて可能であり，ここに筆者は伝統的な村落
の社会結合の根強い存在を認める。一方，経済の個別化・自由化とともに「社
会主義的」集団の枠からはみ出すことに対して村は統一を計らねばならず，解
放前に見られた資料17-1のような「村規民約」を作成して村落の統合を計ろ
うとしている。このような統合の仕方が「社会主義的」な統合であるのか，伝
統的な統合であるのか，今後の展開に待ちたい。
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資料17-1 「灯星村村規民約」
わが村の治安保衛工作を強化し，国家・集団と人民大衆の生命財産の安全を確保するた
め，規則・法律を遵守し，崇高な文明がわが村にいきわたるように，特に以下の公約を定
める。
1. 祖国を愛し，故郷を愛し，社会道徳を遵守し，文明・礼儀を重視し，老人を尊敬し，
幼児を愛し，老人を扶養し，婦人を尊重し，家庭仲良く，近隣は団結する。
2. 計画生育は国の基本政策であり，国家の唱導に決然と答えて，少生・優生を守る。
違反者は規則に従って処分する。
3. 規則・法律を遵守し，自覚して社会秩序を守り，賭博をせず，酔って面倒を起こさ
ず，喧嘩をせず，盗みをせず，犯罪者を匿わず，盗品を隠さないこと。
4. 賭博場を開き人を集めて賭博したり，賭博に参加する者は事の内容経緯により罰金
を課す。甚だしい者には法務機関に送り処分する。
.5. 紛糾が発生すれば調停員により処理し，凡そ喧嘩をするもの全員に罰金を課す。理
由なくして事故を起こす者は相手に医療費・仕事の支障・栄養費に責任を負う。甚だしい
者は法務機関に送り処分する。
6. 公私の財産を盗む者は教育を受ける外，盗んだ物を戻し，損害賠償し，事の内容経
緯によっては罰金を課す。密告者・摘発者に対しては秘密を守る外，適宜奨励する。
7. 公共財産・施設を大切にし，電報通信・電カ・水道・学校等の施設の安全使用を保
証し，管理員に迷惑をかけず，定まった制度に従って厳格に使用し，以後そのようなこと
が起これば完全に責任を負わねばならない。
8. 農作物を保護し，家禽・家畜による農作物を損なうことを厳禁する。違反者は損害
賠償の外，事の内容経緯により罰金を課す。
9. 凡そ許可を得ずして故意に土地・村道・水路等の基本建設物を占用したり，雑物を
積み上げたりしてはならず，違反者は事の内容経緯により罰金を課し，取り除けさせ，甚
だしくは上級機関に送り処分する。
10. 外部から来て常住したり暫く居住する者は村民委員会に申込み，手続きを経て居住
することが出来る。違反者は関係規定により処分する。
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灯星村民委員会
1985年6月20日
